
様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

●誤食・接触時間：　　　　　　時　　　　　　分　　　 

●食べたもの（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　　）

●対応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●薬の内服・吸入（内容　　　　　　　　　　　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　　　時　　　　　　分　　　　
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

（症状があれば記載する）

Ⅺ
98

各種様式

記入例

✓

様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

２８ １１ １７

２６ １ １✓東京　花子

大久保　育子

エピペン、〇〇

東京保育園

卵、牛乳

（１２時５０分）
（１２時５５分）
（１３時００分）
（１３時 ５分）
（１３時１０分）
（１３時１５分）
（１３時２０分）
（１３時２２分）
（１３時２７分）
（１３時３２分）
（１３時３７分）
（１３時４２分）

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓✓✓
✓✓✓

✓✓

✓
✓✓✓

内服薬を飲ます

母に連絡するも連絡取れず

母に再度連絡、受診の準備、かかりつけ医に電話

足を高くする、エピペン注射、 119番通報

 母にTe Lし、エピペンの使用と救急搬送する旨を伝える

 症状が少し和らいだ様子

 救急車到着　　救急車で病院へ、園長同行

●誤食・接触時間：　　　　１２時　　　　３０分　　　 

●食べたもの（触れた）（卵焼き　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（３ｃｍ１切れ　　　　　　　　　）

●対応（気づいて直ぐ口から出させたが飲み込んでしまった。）

●薬の内服・吸入（内容　〇〇：１２時５５分　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　１３時　　　　１５分　　　　

（症状があれば記載する）

13時10分頃か

らお腹にもでき

全身に広がり

始めた

12時50分頃

から両腕の内

側にじんましん

が出た

Ⅺ
99

各種様式

式 様 種 各Ⅹ

様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

●誤食・接触時間：　　　　　　時　　　　　　分　　　 

●食べたもの（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　　）

●対応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●薬の内服・吸入（内容　　　　　　　　　　　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　　　時　　　　　　分　　　　
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

（症状があれば記載する）

Ⅺ
98

各種様式

記入例

✓

様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

２８ １１ １７

２６ １ １✓東京　花子

大久保　育子

エピペン、〇〇

東京保育園

卵、牛乳

（１２時５０分）
（１２時５５分）
（１３時００分）
（１３時 ５分）
（１３時１０分）
（１３時１５分）
（１３時２０分）
（１３時２２分）
（１３時２７分）
（１３時３２分）
（１３時３７分）
（１３時４２分）

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓✓✓
✓✓✓

✓✓

✓
✓✓✓

内服薬を飲ます

母に連絡するも連絡取れず

母に再度連絡、受診の準備、かかりつけ医に電話

足を高くする、エピペン注射、 119番通報

 母にTe Lし、エピペンの使用と救急搬送する旨を伝える

 症状が少し和らいだ様子

 救急車到着　　救急車で病院へ、園長同行

●誤食・接触時間：　　　　１２時　　　　３０分　　　 

●食べたもの（触れた）（卵焼き　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（３ｃｍ１切れ　　　　　　　　　）

●対応（気づいて直ぐ口から出させたが飲み込んでしまった。）

●薬の内服・吸入（内容　〇〇：１２時５５分　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　１３時　　　　１５分　　　　

（症状があれば記載する）

13時10分頃か

らお腹にもでき

全身に広がり

始めた

12時50分頃

から両腕の内

側にじんましん

が出た

Ⅺ
99

各種様式 式 様 種 各Ⅹ

84

m00006871
テキストボックス

m00006871
テキストボックス

m00006871
テキストボックス

m00006871
スタンプ



様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

●誤食・接触時間：　　　　　　時　　　　　　分　　　 

●食べたもの（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　　）

●対応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●薬の内服・吸入（内容　　　　　　　　　　　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　　　時　　　　　　分　　　　
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

（症状があれば記載する）

Ⅺ
98

各種様式

記入例

✓

様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

２８ １１ １７

２６ １ １✓東京　花子

大久保　育子

エピペン、〇〇

東京保育園

卵、牛乳

（１２時５０分）
（１２時５５分）
（１３時００分）
（１３時 ５分）
（１３時１０分）
（１３時１５分）
（１３時２０分）
（１３時２２分）
（１３時２７分）
（１３時３２分）
（１３時３７分）
（１３時４２分）

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓✓✓
✓✓✓

✓✓

✓
✓✓✓

内服薬を飲ます

母に連絡するも連絡取れず

母に再度連絡、受診の準備、かかりつけ医に電話

足を高くする、エピペン注射、 119番通報

 母にTe Lし、エピペンの使用と救急搬送する旨を伝える

 症状が少し和らいだ様子

 救急車到着　　救急車で病院へ、園長同行

●誤食・接触時間：　　　　１２時　　　　３０分　　　 

●食べたもの（触れた）（卵焼き　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（３ｃｍ１切れ　　　　　　　　　）

●対応（気づいて直ぐ口から出させたが飲み込んでしまった。）

●薬の内服・吸入（内容　〇〇：１２時５５分　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　１３時　　　　１５分　　　　

（症状があれば記載する）

13時10分頃か

らお腹にもでき

全身に広がり

始めた

12時50分頃

から両腕の内

側にじんましん

が出た

Ⅺ
99

各種様式

式 様 種 各Ⅹ

様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

●誤食・接触時間：　　　　　　時　　　　　　分　　　 

●食べたもの（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（　　　　　　　　　　　　　　　）

●対応（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●薬の内服・吸入（内容　　　　　　　　　　　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　　　時　　　　　　分　　　　
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）
（　　時　　分）

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

（症状があれば記載する）

Ⅺ
98

各種様式

記入例

✓

様式４

緊急時対応経過記録表 ●記載日　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　●施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　●記録者（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　●生年月日：　　　　　年　　　月　　　日　　　●原因物質（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※アナフィラキシー既往：□有　　□無）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●処方薬（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●名前（　　　　　　　　　□男　　□女）
◆症状は急激に変化することがあるため、５分ごとに注意深く症状を観察する
◆ 　　　　の症状が１つでもあてはまる場合、エピペン®を使用する（内服薬を飲んだ後にエピペン®を使用しても問題ない）

観
察
時
間

ぐ
っ
た
り

意
識
も
う
ろ
う

尿
や
便
を
漏
ら
す

脈
が
触
れ
に
く
い
ま
た
は
不
規
則

唇
や
爪
が
青
白
い

の
ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

声
が
か
す
れ
る

犬
が
吠
え
る
よ
う
な
咳

息
が
し
に
く
い

持
続
す
る
強
い
咳
き
込
み

ゼ
ー
ゼ
ー
す
る
呼
吸

数
回
の
軽
い
咳

中
等
度
の
お
腹
の
痛
み

１
〜
２
回
の
お
う
吐

１
〜
２
回
の
下
痢

顔
全
体
の
腫
れ

ま
ぶ
た
の
腫
れ

強
い
か
ゆ
み

全
身
に
広
が
る
じ
ん
ま
疹

全
身
が
真
っ
赤

軽
い
お
腹
の
痛
み
（
が
ま
ん
で
き
る
）

吐
き
気

目
の
か
ゆ
み
、
充
血

口
の
中
の
違
和
感
、
唇
の
腫
れ

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

軽
度
の
か
ゆ
み

数
個
の
じ
ん
ま
疹

部
分
的
な
赤
み

脈
拍
（
測
れ
る
場
合
）

呼
吸
数
（
測
れ
る
場
合
）

繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

お
腹
の
痛
み

持
続
す
る
強
い
（
が
ま
ん
で
き
な
い
）

自由記載欄

上記の症状が一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合 一つでもあてはまる場合

①ただちにエピペン®を使用する
②救急車を要請する（１１９番通報）
③その場で安静を保つ
　（立たせたり、歩かせたりしない）
④その場で救急隊を待つ
⑤可能なら内服薬を飲ませる

①内服薬を飲ませ、エピペン®

　を準備する
②速やかに医療機関を受診
　する（救急車の要請も考慮）
③医療機関に到着するまで、
　５分ごとに症状の変化を観
　察し、　　の症状が１つでも
　あてはまる場合は、エピペン®

　を使用する

①内服薬を飲ませる
②少なくとも１時間は５分
　ごとに症状の変化を観察
　し、症状の改善がみられ
　ない場合は医療機関を受
　診する

「食物アレルギー緊急時対応マニュアル　緊急性の
判断と対応」B-2参照

ただちに救急車で医療機関へ搬送 速やかに医療機関を受診
安静にし
注意深く経過観察 （症状があれば記載する）

赤色 黄色 青色
⇒　赤色の部分から順にチェックする　⇒

赤色

赤色

２８ １１ １７

２６ １ １✓東京　花子

大久保　育子

エピペン、〇〇

東京保育園

卵、牛乳

（１２時５０分）
（１２時５５分）
（１３時００分）
（１３時 ５分）
（１３時１０分）
（１３時１５分）
（１３時２０分）
（１３時２２分）
（１３時２７分）
（１３時３２分）
（１３時３７分）
（１３時４２分）

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓

✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓
✓

✓✓✓
✓✓✓

✓✓

✓
✓✓✓

内服薬を飲ます

母に連絡するも連絡取れず

母に再度連絡、受診の準備、かかりつけ医に電話

足を高くする、エピペン注射、 119番通報

 母にTe Lし、エピペンの使用と救急搬送する旨を伝える

 症状が少し和らいだ様子

 救急車到着　　救急車で病院へ、園長同行

●誤食・接触時間：　　　　１２時　　　　３０分　　　 

●食べたもの（触れた）（卵焼き　　　　　　　　　　　）

●食べた量（触れた）（３ｃｍ１切れ　　　　　　　　　）

●対応（気づいて直ぐ口から出させたが飲み込んでしまった。）

●薬の内服・吸入（内容　〇〇：１２時５５分　　　　　）

●エピペン®の使用　　　　１３時　　　　１５分　　　　

（症状があれば記載する）

13時10分頃か

らお腹にもでき

全身に広がり

始めた

12時50分頃

から両腕の内

側にじんましん

が出た

Ⅺ
99

各種様式 式 様 種 各Ⅹ

85

m00006871
テキストボックス

m00006871
テキストボックス

m00006871
テキストボックス


